
①これからの公共施設について 第１回 -現状と課題-

本市は，人口の増加や行政需要の拡大などを背景に，昭和 40年代から 50年代に学校・公

民館等の多くの公共施設を整備してきました。これらの公共施設は，経年劣化が見られ，今

後維持管理していく上で，大きな財政負担が生じることが予測されます。現在，公共建築物

の半数以上が，築後 30 年以上経過しています。このままの施設を維持すると 20 年後に 90％

以上が老朽化施設となります。

〇 将来更新費用は，法定耐用年数により算定した結果を用いて公共建築物とインフラ施

設の総事業費を重ね合わせると，今後 40年の総事業費は 2,710.2 億円で，年平均 67.8 億

円となります。過去 5カ年の公共建築物と，インフラ施設に関する投資的経費の合計の年

平均は 44.2 億円であり，23.6 億円の財政不足が見込まれる計算となります。よって，更

新経費の縮減が必要であることから，市は，平成 28年に基本方針である「笠間市公共施

設等総合管理計画」を策定したところです。

現在，住民サービス面とコスト面の調整に

より，将来更新費用と投資的経費のバランス

を図るため，施設の適正配置計画を検討して

いるところです。今後，全 6回の広報かさま

お知らせ版にて連載しますので，ご理解とご

協力をお願いします。

問 資産経営課（内線 573）

表１インフラ施設の総量

施設累計 総延長/総面積

道路 1,474.8 km

橋梁 4.5 km

公園施設 36.4 ha

上水道施設 849.4 km

下水道施設 294.3 km

農道 93.4 km

林道 31.4 km

集落排水施設 110.3 km

回数 連載予定日 テーマ

第１回 7/30 施設の現状と課題

第２回 8/6 笠間市公共施設等総合管理計画

第３回 8/20 笠間市公共施設等適正配置計画

第４回 8/27 施設の取組 1 長寿命化

第５回 9/3 施設の取組 2 複合化

第６回 9/10 施設の取組 3 公民連携

0 

4,000 

8,000 

12,000 

16,000 

20,000 

将
来

更
新

費
用

(単
位

：
百

万
円

)

図２公共建築物とインフラ施設の将来更新費用

総事業費：2710.2億円/40年

年平均：67.8億円
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膨大な費用

膨大な費用

※インフラ整備はＨ２０年頃をピ

ークにその後，減少しています。

学校教育系

施設, 45.4 

スポーツリクレーション

施設, 10.0 

社会教育系施設, 3.8 

市民文化系施設, 5.5 

医療施設, 1.0 

下水道施設, 4.8 

上水道施設, 0.7 

その他, 1.4 

公園, 0.5 
市営住宅, 8.8 

行政系施設, 

12.9 

保健・福祉

施設, 3.2 

子育て支援

施設, 2.1 

図１施設用途別の建物延床面積の内訳（公共建築物） 

単位：％

延床面積：222,284.8 ㎡


